
 

暮れの街 

 
今年もあと少なく 
きらびやかに飾られた街 
光り照らされて夜の景観 
 
これを見ている人たちの 
多くは立ち止まって 
連れ立ってながめ 
お互い幸せそうに見えてる 
 
どうして自分は 
寂しくなるのだろう 
一人で早足 
立ち去ろうとしている 
 
 
心のどこかで 
誰かを求めている 
閉ざしていた何かがよみがえる 
 
これを見ている人たちの 
多くはこのひととき 
そばにいる人と微笑みを 
かわしてあっている 
 
どうして自分は 
孤独になるのだろう 
一人で前向き 
立ち去ろうとしている 
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